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ニ
・
三
面
に

予
算
特
集

近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

三
月
市
議
会
へ
予
算
案
提
出

福
祉
施
策
も
　
き
め
細
か
く
編
成

▽
・
：
三
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
が
三
月
二
日
に
開
会
さ
れ
、
二
十
五
日
間
の
日
程
・
・
・
△

▽
・
：
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
月
市
議
会
は
通
称
「
予
算
市
議
会
」
と
も
呼
…
△

▽
…
ぱ
れ
、
今
後
一
年
間
の
宇
治
市
政
の
方
向
か
定
め
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
・
：
△

▽
…
さ
ん
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
木
号
で
は
、
開
会
の
冒
頭
に
行
・
：
△

▽
…
わ
れ
た
島
田
市
長
の
施
政
方
針
お
よ
び
一
般
会
計
を
中
心
と
し
た
予
算
の
主
・
・
・
△

▽
…
な
使
い
み
ち
な
ど
に
つ
い
て
特
集
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
・
：
△

今
回
の
当
初
予
算
編
成
は
．
財
政

自
主
再
建
計
画
の
遂
行
を
Ｍ
本
に
ほ

き
な
が
ら
も
、
十
五
万
市
民
の
く
ら

し
を
守
り
、
さ
ら
に
、
近
代
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
都
市
基
盤
Ｍ
設

の
整
備
を
禎
極
的
に
す
す
り
口
と
い

う
立
場
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
股
会
計
の
予
算
総

額
に
百
七
十
億
四
百
十
四
万
Ｅ
千
円

で
、
前
年
ａ
当
初
予
算
に
比
べ
て
二

一
名
の
伸
ぴ
と
な
っ
て
お
り
、
国
家

予
算
の
一
二
・
六
％
、
地
方
財
政
計

固
の
一
三
％
、
京
都
府
の
一
二
・
五

Ｓ
（
い
ず
れ
も
当
初
予
μ
比
）
と
比

べ
て
も
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
股
会
計
が
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
の
は
、
五
十
三

年
度
の
当
初
予
算
が
財
政
自
■
Ｈ
－
：
再
ｓ

昭和54年度予算案

）内は対前年度伸び率（

170億414万円

（21．0％）

計
計

般会

計
画
の
初
年
度
で
厳
し
い
抑
制
型
の

予
算
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

－

特別会

農業共済事業3，919万円

（20．7％

交通災害共済事業3，296万円

（4．0％）

国民健康保険事業26億3，839万円

（19．7％）

公共下水道事業1億9，160万円

（222．896）

住宅新築資金等貸付事業2，935万円

（－28．4％）

水道事業20億5，601万円

（9．4％）

五
十
三
年
度
決
算
Ｑ
込
み
に
七
億
円

を
超
え
る
財
源
が
留
保
で
き
、
こ
の

う
ち
三
億
円
を
原
資
に
補
助
令
一
、
起

債
等
の
特
定
財
源
を
呼
び
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
菟
退
第
二
小
学
校
の
移
転

・
改
築
事
業
、
集
会
所
の
建
設
、
下

排
水
協
や
退
路
整
備
な
ど
の
事
業
費

を
上
積
み
し
て
計
上
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
で
、
歳
出
に

お
け
る
普
通
建
設
事
業
費
の
伸
ぴ
は

と
く
に
大
き
ぐ
、
前
年
度
と
比
べ

て
Ｉ
〇
四
・
六
％
と
増
加
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
新
年
度
予
算
で
は
、
都
市

基
盤
厖
設
の
整
備
を
重
盛
蜃
に
組

込
み
、
宇
治
川
右
岸
公
共
下
水
道
の

終
末
処
理
場
用
地
買
収
、
六
地
蔵
川

の
暫
定
改
修
、
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場

の
整
備
、
仮
称
小
倉
地
区
公
民
館
の

建
設
、
そ
の
ほ
か
笠
取
地
域
の
環
境

219億9，165万円

（20．1％）

計総

整
備
な
べ
「
住
み
た
い
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ぎ
し

て
可
能
な
が
ぎ
り
の
施
策
を
す
す
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
殷
の
た
め
の

積
立
金
を
は
じ
め
、
小
児
慢
性
特

定
疾
患
治
療
扶
助
、
在
宅
ね
た
き
り

老
人
「
愛
の
一
声
運
動
」
委
託
な
ど

社
会
的
弱
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の

施
策
も
き
め
細
か
く
盛
込
ん
で
い
ま

す
。

Ｌ
仁
□
□

七］［
伊
勢
田
駅

近
鉄

4月1日に新しい病院が、宇治市内で開院します。

いつでも誰れでも、安心して患者本位の

診療が受けられる近代的施設の病院です。

＜診療科目〉内科、外科、整形外科

入院随時……250床（リハビリ施設あり）

｀
今
ｌ
令
ｌ
令
｀

○看護婦，准看護婦，

ｏ履歴書と免許コピーを送って下さい。

宛先…京都市伏見区京町九丁目

医療法人岡本病院人事課（ＴＥＬ611－1114）

宛先・・・京都市伏見区京町九丁目苓

医療法人岡本病院人事課（ＴＥＬ611－1114）Ｉ

ｏ保育ＢＩあり、24時間保育、ｏ～5歳児保育します。ｉ

．、ポｓｔ£ｑ6Ｍｆ」｜ゝＩ．、万心17増ｏ看護婦寮あり、個人冷暖房。

二7品昌ぷに岩ご、かあａｓ介ｎい。ｔ
いつでも受け入れます。－
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新
年
度
に
臨
み
ま
す
私
の
所
1
5
＊

申
し
あ
げ
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
影

響
を
う
け
て
一
段
と
深
刻
化
す
る
地

方
財
政
危
橋
の
も
と
、
ま
さ
に
［
耐

乏
と
創
意
エ
・
］
ｙ
の
年
」
と
し
て
財
政

自
主
再
建
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
試
籾

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
財
政
自

主
再
建
駈
画
は
、
自
ら
の
責
任
と
自

主
性
を
も
っ
て
、
累
積
す
る
ａ
否

硬
直
化
し
た
財
政
体
質
を
改
芭
し
、

さ
ら
に
、
再
び
赤
字
を
出
す
こ
と
の

な
い
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
を
Ｍ

本
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
ａ
難
関
で
あ
る
初
年
度
の

財
政
運
轡
に
お
い
て
、
現
時
点
で
叶

画
を
七
僚
円
あ
ま
り
上
回
る
財
源
が

留
保
で
き
る
見
通
し
を
得
ら
れ
、
再

建
計
圃
の
遂
行
に
明
る
い
展
望
が
開

＝要旨＝

け
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
後
年
厦
の
財

政
運
営
に
向
け
て
Ｍ
盤
を
囚
め
る
こ

と
が
で
き
、
財
政
再
建
へ
男
父
を
も

っ
て
あ
た
れ
ま
す
こ
と
を
改
め
て
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
介
口
の
経
済
情
熱
ぶ

銀
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
で
は
、

五
十
三
年
厦
に
異
例
の
財
政
措
□
と

し
て
公
共
投
資
を
大
醐
拡
大
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
生
蔵
活
動
は
当
初

の
期
待
ど
お
り
に
活
発
化
し
て
い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
。
企
業
の
倒
産
が
相

次
ぎ
、
雇
川
不
安
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
五
十
四
年
度
の
國

の
予
算
は
、
Ｑ
ｔ
ｉ
ｍ
揚
と
川
川
拡

大
、
②
物
価
安
定
、
③
財
政
再
建
と

い
う
三
つ
の
矛
盾
を
か
か
え
る
な
か

で
編
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ま
す
ま

す
借
金
依
存
を
強
妙
口
と
と
も
に
、

前
年
度
の
「
超
景
気
刺
激
型
」
と
は

う
っ
て
変
わ
っ
て
「
抑
制
型
予
算
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
惜
か
ら
五
十
四
年

皮
の
地
方
財
政
は
さ
ら
に
畝
し
い
状

況
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
匝
に
お
き
ま
し
て
も
、
五
十
三
年

腿
に
引
続
き
心
を
引
祠
め
て
財
政
迎

都
市
基
盤
施
設

整
備
へ
全
力

考
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
國
に
対
し
て
は
、
地
方

財
政
制
度
の
改
革
の
た
め
、
事
務
の

再
配
分
を
前
提
と
し
た
税
財
源
の
再

配
分
、
地
方
交
付
税
の
引
上
げ
、
人

口
急
功
団
体
へ
の
配
分
強
化
、
超
過

負
担
の
完
全
解
消
な
ど
を
全
國
市
長

会
や
革
新
市
長
会
、
人
口
急
珀
昌
軍

協
誦
会
り
あ
ら
ゆ
石
組
ａ
と
檄
会
を

通
じ
て
、
さ
ら
に
強
く
仙
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

住
民
本
位
の
民
主
市
政
を
推
進

一
方
、
一
川
の
行
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、
五
十
三
年
度
に
お
け
る
成
果

を
原
勁
力
と
し
て
計
叫
の
遂
行
に
禎

極
的
に
取
組
み
、
一
日
も
早
く
累
積

赤
字
を
解
消
し
、
市
民
の
期
待
と
嬰

望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
の
市
政
の
頂
点

施
策
は
、
財
政
白
山
再
建
計
画
の
遂

行
を
根
幹
に
し
、

①
都
市
Ｍ
盤
施
設
を
整
備
ず
る

②
豊
か
な
人
間
教
育
を
め
ぎ
し
、
教

育
環
境
を
充
実
さ
せ
る

③
Ｉ
Ｅ
民
の
健
康
を
守
り
、
福
祉
を
増

進
さ
せ
る

④
く
ら
し
の
周
辺
を
整
備
す
る

⑤
伝
統
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
を

振
興
し
、
中
小
企
菜
壽
晟
す
る

⑥
同
和
行
政
を
推
進
す
る

こ
と
に
置
き
、
総
合
計
画
と
の
調
整

を
図
り
つ
つ
可
能
な
か
ぎ
吟
積
極
的

に
進
め
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

と
く
に
、
新
年
度
は
近
代
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
都
市
基
盤
尨

設
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
か
で
も
、
国
鉄
宇
治
駅

前
広
場
の
整
備
、
公
茜
ぶ
迢
、
第

二
清
掃
工
場
建
設
、
折
越
國
有
林
総

合
運
励
公
園
、
笠
取
地
ｇ
山
間
部
の

開
発
等
は
、
緊
急
な
対
応
を
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
環

塊
ア
セ
ユ
メ
ン
ト
、
宇
治
川
改
修
計

Ⅲ
、
京
奈
バ
イ
パ
ス
等
の
懸
案
事
業

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
さ
ら
に
早
期

建
設
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
業
の
遂
行

市
民
参
加
で

予
算
委
員
会
で

集
中
審
議

算
案
を
は
じ
め
条
例
の
制
定
や
一
旦

改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
採
決
さ
れ
。

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
。
・

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
長
の
施
政
方
針
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一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
一
七
〇

億
四
一
四
万
三
千
円
で
。
前
年
度
の

当
初
予
算
と
比
ぺ
て
伸
ぴ
率
が
二
Ｉ

％
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宇
治
市
財
政
自
主
丹
建

計
画
の
初
年
度
で
あ
る
昨
年
度
の
予

算
が
抑
制
型
で
あ
っ
た
の
と
、
一
定

の
成
果
に
よ
り
財
政
基
盤
ぶ
固
め
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
再
建
計

画
を
さ
ら
に
推
進
し
な
が
ら
市
民
の

み
な
さ
ん
の
妥
望
を
少
し
で
も
実
現

さ
せ
よ
う
と
予
算
編
成
し
た
た
め
で

す
。そ

こ
で
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い

て
脱
明
し
ま
し
ょ
う
。

半
分
近
く
が

市
税
収
入

慕のなかから市民生活に関係の深い一般会計を

モ・のあらましをみてみましょう。
七
七
一
万
円
を
昇
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
歳
入
全
体
の
四
四
・
一
％
を

占
め
、
昨
年
度
と
く
ら
べ
五
・
四
％

の
伸
ぴ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引
続

ぐ
不
況
ａ
ｈ
：
高
脅
険
し
て
市
税
の

中
で
は
、
法
人
市
民
税
な
ど
が
大
幅

に
減
収
に
な
る
右
扨
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
国
会
で
住
民
税
課

歳入歳出

6億ａ47ｉフｉ円

＜3．1％）

税
最
低
限
度
額
を
引
上
げ
る
叙
扮
措

置
な
ど
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
可
決
さ
れ
れ
ば
市
税
条
例
の
改

正
も
行
わ
れ
減
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
歳
入
に
影
響
を
お
よ

ぽ
す
税
目
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

改
正
案
を
考
慮
し
な
が
ら
計
上
し
て

い
ま
す
。

市
税
収
入
に
つ
い
で
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
の
三
〇
億
一
、
三
九
六
万

円
（
一
七
・
七
％
）
、
地
方
交
付
税

ニ
○
健
八
、
〇
〇
〇
万
円
（
三
・

二
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
経
費

増
大
に
対
処

▽
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場
、
市
道
宇
治

白
川
線
の
用
地
購
入
な
ど
街
路
事

業
に
二
億
八
、
〇
六
〇
万
円
。

▽
西
宇
治
都
市
下
水
路
築
造
事
茉
な

ど
の
都
市
下
沓
乖
業
費
に
一
億

三
五
二
万
円
。

▽
菟
這
第
二
小
校
合
移
転
増
改
築
に

一
〇
億
六
三
〇
万
円
。

▽
（
仮
）
大
久
保
第
二
幼
稚
園
新
設

に
八
、
五
三
一
万
円
。

▽
爾
部
小
・
岡
屋
小
・
用
宇
治
中
の

各
校
合
増
築
と
哨
小
倉
小
プ
ー
ル

新
設
に
三
億
四
、
三
〇
〇
万
円
。

▽
学
校
開
放
の
委
託
料
お
よ
ぴ
報
償

費
（
八
校
分
）
に
三
〇
四
万
円
。

▽
附
小
倉
小
・
平
盛
小
・
大
開
小
・

西
小
倉
中
の
各
学
校
施
設
を
山
城

学
校
建
殷
公
社
か
ら
買
取
る
費
用

と
し
て
八
億
六
、
三
五
九
万
円
。

▽
消
防
自
動
軍
な
ど
の
間
入
費
一
、

五
二
七
万
円
。

▽
消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防
の
水
利

整
備
に
五
九
四
万
円
。

▽
交
通
遺
児
激
励
金
な
ど
に
二
七
万

円
。

▽
交
通
指
導
員
制
度
運
営
費
（
二
十

人
分
）
に
七
六
一
万
円
。

▽
勁
労
者
住
宅
融
資
制
度
の
預
託
金

一
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
予
防
接
種
や
成
人
病
・
結
核
検
診

の
事
業
に
六
、
〇
二
四
万
円
。

▽
新
し
く
ハ
。
＼
カ
の
予
防
接
種
『
個

ｌ
ｉ
Ｉ
』
ｐ
Ｓ
1
4
1
1
一
ｓ
！
！
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｉ
－
■
―

▽
西
宇
治
公
園
用
地
購
入
に
一
億
五

〇
〇
万
円
。

▽
都
市
公
園
や
児
童
遊
園
地
整
備
・

管
理
・
遊
具
の
設
置
な
ど
、
ニ
、

四
二
〇
万
円
。

▽
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
調
対
策
費
、

一
、
（
）
一
一
万
円
。

▽
小
・
中
・
幼
稚
園
の
施
設
維
持
修

櫓
費
と
し
て
四
、
三
二
六
万
円
。

▽
教
材
備
品
の
充
哭
と
児
童
・
生
徒

の
急
増
対
策
な
ど
に
七
、
七
〇
一

万
円
。

▽
米
飯
給
食
に
と
も
な
う
施
設
・
備

品
な
ど
の
購
入
費
、
一
、
〇
〇
〇

万
円
。

▽
宇
治
市
独
自
に
小
・
申
・
高
等
学

校
生
徒
の
Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
導
を
強
め
よ
’
つ

と
、
一
三
万
円
。

▽
私
立
幼
稚
園
の
就
園
助
成
金
、

八
、
一
六
八
万
円
。

▽
暮
ら
し
の
資
ｍ
付
事
業
の
委
託

料
六
三
五
万
円
。

▽
高
額
療
養
費
の
つ
な
ぎ
資
令
一
の
賃

付
金
二
〇
〇
万
円
。

▽
内
職
セ
ン
タ
ー
運
営
禰
助
命
一
一
二

七
万
円
。

▽
奨
学
資
金
賃
付
け
に
一
九
九
万
円

▽
身
体
障
害
者
福
祉
電
話
二
台
の
設

置
費
と
既
殷
分
の
涌
話
料
扶
助
に

三
〇
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
制
度
の

運
営
費
（
三
人
分
）
四
八
六
万
円

▽
心
身
障
害
（
児
）
者
共
同
作
業
所

の
運
営
補
助
金
七
二
〇
万
円
。

▽
新
市
民
会
館
の
調
査
・
設
計
の
委

託
費
と
し
て
二
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
火
葬
場
新
設
の
た
め
の
調
査
費
、

四
三
万
円
。

▽
宇
治
川
右
岸
公
共
下
水
道
と
宇
治

川
左
岸
流
颯
下
水
道
に
一
億
八
、

一
三
六
万
円
。
（
下
水
遭
会
計
）

▽
中
学
校
区
ご
と
に
地
区
公
民
館
を

建
設
す
名
計
画
の
第
一
号
と
し
て

小
倉
地
区
公
民
館
建
殷
に
八
い
四

七
五
万
円
。

▽
公
民
館
の
放
送
利
用
県
暫
講
座
や

各
種
学
級
な
ど
の
運
営
費
に
一
五

一
万
円
。

▽
市
民
会
館
図
書
室
の
図
書
爾
入
と

ゼ
Ｄ
＾
ク
ス
設
置
に
二
七
四
万
円

▽
移
動
図
書
館
軍
（
そ
よ
か
ぜ
号
）

の
買
晋
え
に
八
〇
〇
万
円
1
0

▽
国
際
児
童
年
に
ち
な
ん
で
、
少
年

少
女
合
唱
団
な
ど
子
ど
も
の
文
化

活
動
事
業
費
に
Ｉ
〇
〇
万
円
。

▽
神
明
に
建
設
さ
れ
る
（
仮
）
桃
花

園
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
殴
の

た
め
の
禰
助
金
、
五
〇
〇
万
円
。

▽
老
人
医
療
扶
助
費
、
四
億
八
、
〇

三
五
万
円
。

▽
老
人
福
祉
電
話
の
通
話
料
な
ど
の

扶
助
に
一
二
四
万
円
。

▽
在
宅
ね
た
き
り
老
人
に
乳
酸
飲
料

を
配
り
、
「
お
元
気
で
す
か
」
と

愛
の
一
声
運
動
を
展
開
す
名
委
託

料
、
三
三
万
円
。

▽
老
人
憩
の
部
屋
運
営
費
、
一
七
四

万
円
。

▽
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
三
ヵ
所
の
運
営

1
1
1
1
4
ａ
4
｀
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｓ
ｆ

ＸＩ≒卵白Ｗ・

回し鰍

￥
￥万年筆………

スポーツバッグ…
111尭つ若者に贈られるなら犬

選びぬかれたたしかな品を／／

学習カバン………￥1，

手廻鉛筆けずり・‥＼1，

電動鉛筆けずり…

ご入園・ご入学・ご進学・ご就職

おめでとうセール
文具セット………＼3，000より

水彩画セット……＼3．000より

習字セット………＼3，000より

ＩＩ
Ｉ

ｏ
ｓ
ｔ
Ｃ
ｔ
ｎ
ｕ
ｔ

3
Ｈ
￥
￥
￥

木製学習机（イス付）…

吉相実印（ヶ－7．付）…

吉相銀行印（ヶ－：＾付）

認印・訂正印セット

全国加盟店共通文具券取扱っています

文具・事務機器・印刷・印判・結納・贈答用品

。合：。ｎｍ岩上商店

宇治市宇治橋通り2丁目ＴＥＬ（0774）21－2135（代）

粁

Ｗ＾ｔｆｔｊ＄

ホ
｜｜

広

告

募

集

た
だ
い
ま
、
Ｍ
年
度
中
の
市
政

だ
よ
り
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
』
Ｉ
ｉ
ｌ
ｒ
4
1
1

Ｉ
Ｉ

市
民
の
健
康
を
守
り

福
祉
の
増
進

都
市
基
盤
施
設
の
整
備

豊
か
な
人
間
教
育
め
ざ
し

教
育
環
境
の
充
実

市民生活を守る6つの重点施策

一
般
会
計

54年度予算（案）
ひらけゆく宇治市
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今年度の予算

中心として、
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ｉ
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六
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は

四
九
億
八
、
七
五
一
万
円
で
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
一
七
・
四
％
仰
ぴ
て

い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
ｍ

会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
と
り
あ
げ

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
に
発
足
し
て
以
来
制
度
の
充

実
が
は
か
ら
れ
、
今
Ｂ
で
は
健
康
保

険
と
並
ん
で
医
療
保
険
の
二
大
支
柱

と
な
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健

康
と
生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
医
療
保
険
を
と
り
ま
く

環
境
は
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を

反
映
し
、
ま
す
ま
す
畝
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
個
人
所

得
の
伸
ぴ
が
鈍
化
し
、
保
険
財
政
の

主
要
財
源
で
あ
る
保
険
料
収
入
は
、

自
然
増
収
忠
司
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
は
、
医
原
内
容
の

高
度
化
や
人
口
の
高
齢
化
、
疾
病
栂

造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
依
肺
と
し

て
大
幅
な
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
医
療
保
険
は
い
ず

れ
も
そ
の
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
と
く
に
、
国
民
健
康
保
険

で
は
、
老
人
や
低
所
得
者
の
加
入
割

合
が
高
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を

か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
財

政
Ｍ
盤
は
も
ろ
ぐ
常
に
危
機
的
な
運

営
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
は
や

国
保
財
政
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め

に
は
、
現
行
の
国
保
制
度
を
抜
本
的

に
改
革
す
る
以
外
に
な
い
と
い
え
ま

す
。そ

こ
で
、
市
で
は
、
制
度
改
善
に

向
け
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
国
へ
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
医
ｍ
の
動
向

を
見
き
わ
め
、
で
き
る
か
ぎ
り
健
全

な
運
営
に
努
力
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
新
年
厦
予

算
総
額
は
二
六
僥
二
、
八
三
九
万
円

で
、
こ
の
う
ち
保
険
給
付
費
は
二
五

ほ
Ｉ
、
六
五
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
市
で
は
、
一
般
会
計
の
財

政
が
極
度
に
窮
迫
し
て
い
ま
す
が
、

一
股
会
計
か
ら
四
、
二
〇
〇
万
円
を

一
■
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Ｉ
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．
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会
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ｌ
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ｌ
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‐
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Ｉ

Ｉ
ｄ
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－
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Ｉ
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ｂ
Ｕ
．
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一
一

し
て
五
麿
八
六
九
万
円
を
あ
げ
て
お

と
り
、
宇
治
浄
水
場
の
急
速
ろ
過
機
二
．
・
・
・

Ｍ
や
東
宇
治
地
域
に
安
定
給
水
す
る
・

た
め
高
峰
山
に
四
、
〇
〇
〇
Ｘ
の
配
‘
一
‐

水
池
を
設
に
、
深
井
戸
お
よ
び
導
水

管
工
事
、
汚
泥
処
理
別
設
の
建
設
な
・

ど
を
計
剛
的
に
す
す
め
て
い
く
こ
と
’

に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
己
水
・

源
確
保
の
た
め
、
地
下
水
を
調
査
恚
・

る
た
め
の
二
〇
〇
万
円
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

－ － －

・ －

狸
1
1
ヵ
菌
ｓ
て
‐
″
″
．
ｒ
そ
″
吼

た
め
に
、
一
、
二
三
万
円
。

▽
（
仮
）
保
健
医
療
セ
ン
タ
・
・
‐
運
営

事
業
に
四
、
一
三
七
万
円
。

▽
肥
満
教
室
や
心
身
障
害
児
者
へ
の

寥
誘
問
指
導
な
ど
国
民
健
康
づ

く
り
推
進
事
業
に
九
〇
万
円
。

▽
乳
幼
児
の
検
診
・
相
談
に
五
九
七

万
円
。

▽
中
学
・
高
校
の
卒
業
生
に
対
す
る

就
職
助
成
金
、
一
六
〇
万
円
。

▽
道
路
・
排
水
路
な
ど
の
新
設
改
艮

お
よ
ぴ
維
持
修
繕
費
と
し
て
六
億

五
六
四
万
円
。

▽
河
川
・
橋
梁
の
改
良
・
維
持
に
一

億
六
四
七
万
円
。

▽
機
動
修
理
班
の
自
助
車
購
入
に
二

八
〇
万
円
。

▽
京
阪
喜
！
ｆ
ｔ
Ｓ
前
な
ど
の
放
置
自

転
車
対
策
に
一
一
二
万
円
。

▽
市
営
住
宅
の
修
繕
工
事
に
Ｉ
、
一

〇
〇
万
円
。

▽
農
芙
共
同
作
業
所
建
な
に
Ｉ
、
四

〇
六
万
円
。

▽
善
法
の
資
路
改
良
な
ど
以
境
整
備

▽
子
μ
石
の
難
病
対
策
と
し
て
小
児

慢
性
特
定
疾
患
治
療
扶
助
費
五
〇

万
円

▽
老
人
家
庭
泰
仕
員
制
度
の
運
営
費

（
四
人
）
に
六
四
九
万
円
。

▽
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
宇
治
明

星
園
）
な
ど
の
施
殴
へ
の
保
護
措

置
費
、
一
億
七
、
五
〇
〇
万
円
。

▽
宇
治
明
星
園
が
建
設
を
予
定
し
て

い
る
特
別
費
護
老
人
ホ
ー
ム
建
殷

資
金
の
積
立
金
、
三
〇
〇
万
円
。
’

▽
笠
取
地
区
に
地
域
の
セ
ン
タ
ー
的

大
規
模
集
会
所
の
設
置
に
Ｉ
、
六

一
四
万
円
。

▽
笠
取
地
区
飲
料
水
供
給
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
費
、
二
九
〇
万

円
。

▽
白
川
地
区
な
ど
五
ヵ
所
の
集
ｍ

建
設
に
五
、
四
一
四
万
円
。

▽
ご
み
減
ら
し
の
た
め
の
古
紙
回
収

報
償
金
、
五
〇
〇
万
円
。

▽
家
畜
診
療
用
の
薬
剤
購
入
お
よ
ぴ

伝
染
病
疫
対
策
の
補
助
金
、
一
一

九
万
円
。

▽
巨
椋
池
水
質
障
害
対
策
事
業
の
分

担
金
三
六
八
万
円
。

▽
而
内
の
名
木
を
保
存
す
る
た
め
に

「
名
木
百
選
」
審
査
経
賢
、
一
〇

万
円
。

事
業
に
八
、
五
〇
五
万
円
。

▽
東
山
団
地
の
適
路
舗
装
事
業
に
三

六
七
万
円
。

＝

一
ブ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
．

▽
昼
間
里
親
の
保
育
委
託
費
、
七
四

二
万
円
。

▽
児
童
手
当
と
し
て
一
健
六
、
三
七

四
万
円
。

▽
入
院
助
産
制
度
委
託
料
、
五
五
六

万
円
。

▽
公
・
私
立
保
育
所
の
運
営
費
、
六

億
五
、
一
六
五
万
円
。

▽
生
活
保
護
扶
助
費
、
一
〇
億
一
、

三
九
七
万
円
。

▽
清
掃
車
の
二
台
買
い
換
え
に
六
Ξ

○
万
円
。

▽
不
燃
物
の
収
集
・
処
理
費
、
一
庶

一
、
一
二
〇
万
円
。

▽
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
と
し
て
の

城
用
衛
生
管
理
組
合
の
分
担
心
一
、

六
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
市
有
林
造
林
事
業
費
一
一
八
万
円

▽
休
憩
所
・
茶
室
を
含
め
た
観
光
セ

ン
タ
ー
建
設
の
た
め
の
調
査
に
二

〇
万
円
。

▽
特
定
退
職
金
共
済
制
度
補
助
金
に

一
五
〇
万
円
。

▽
宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
Ｒ
制
ｗ

の
預
託
金
に
五
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
各
種
社
会
教
育
訓
座
運
営
な
ど
に

三
七
四
万
円
。

一 一

す
。
こ
ｗ
ｓ
ａ
ｎ
ｗ
Ｋ
ｉ
：
ｉ
ｔ
ｒ
ｙ
ｉ
ｉ
ａ
ｊ
ｉ
Ｍ
Ｐ
ｔ
ｕ
ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
ｉ
”
！
－
’
こ

連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
は
＠
3
1
4
1
番
で
す
。

お近くの中信で

お気軽にご相談ください

嘔＆

辱

へ

（
一

（
1

Ｊ
乙
）

／’へ●

乙

パ、ノ
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給料やボーナスからの無理のない天引きと、

貯蓄の優遇・住宅資金の融資などの特典で、働く皆さまの

財産づくりのお手伝いをさせていただく制度です。

同
和
行
政
の
推
進

伝
統
産
業
を
中
心
と
し
た

産
業
振
興
と
中
小
企
業
の
育
成

く
ら
し
の
周
辺
整
備

市民生活を守る6つの重点施策

54年度予算（案）
ひらけゆく宇治市

特
別
会
計



（昭和54年）3月11日発行（4）1979年宇治市政すごｉり第479号

708

市
営
結
婚
式
を
市
民
会
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。

最
近
結
婚
式
が
ま
す
ま
す
豪
華
に

な
る
一
方
で
、
看
い
お
二
人
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

Ｉ
Ｅ
営
結
婚
式
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

簡
素
で
、
し
か
も
厳
粛
な
ご
結
婚
の

儀
式
を
行
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昭
和

三
十
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
挙
式

に
は
宇
治
市
長
が
立
ち
会
い
ま
す
。

新
郎
・
新
婦
の
う
ち
い
ず
れ
か
が

宇
治
市
民
で
あ
れ
ば
挙
式
が
で
き
ま

す
。
晴
れ
の
ご
盛
儀
を
市
営
で
あ
げ

ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

く
わ
し
く
は
、
宇
治
市
民
会
館
（

電
話
0
二
八
〇
四
番
）
へ
お
問
合
わ

挙式に立会う島田市長（3月25日，市民会館で）

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会

公
民
館
サ
ー
ク
ル
で
は
、
3
月
1
6

日
か
ら
3
日
間
、
公
民
館
（
市
民
会

館
）
第
一
、
第
二
大
会
議
室
至
福

に
し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会
を
開

き
ま
す
。

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、

市
民
と
の
結
ぴ
つ
き
を
深
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
趣
し
く
だ
さ
い
。

参
加
サ
ー
ク
ル
は
、
「
源
氏
物
語

を
学
ぶ
会
」
、
「
絵
画
サ
ー
ク
ル
」

を
は
じ
め
、
二
つ
の
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
な
ど
2
0
サ
ー
ク
ル
で
す
。

▽
学
習
活
動
作
品
展

・
3
月
1
6
日
（
金
）

午
後
1
時
～
4
時

（
＝
Ｉ
ラ
ス
発
表
は
午
後
1
時

か
ら
1
時
半
で
す
）

3月16

日から

・
3
月
1
7
日
（
土
）

午
前
ｏ
時
～
午
後
4
時

・
3
月
1
8
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▽
人
形
劇
と
映
脚
の
つ
ど
い

・
3
月
1
8
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
半

〇
人
形
劇
・
：
「
大
き
な
か
ぷ
」
「
ち

せ
く
だ
さ
い
。

▽
挙
式
時
間
・
・
・
一
日
二
回
、
披
露
宴

と
も
で
約
二
時
間
半

①
午
前
十
時
～
午
後
〇
時
半

②
午
後
一
時
半
～
四
時

▽
参
列
者

新
郎
・
新
婦
・
媒
酌
人
あ
わ
せ
て

二
十
人
以
下

▽
式
次
第

一
新
郎
・
新
婦
・
参
列
者
入
場

・
市
長
入
場

・
新
郎
新
婦
盃
事

・
誓
詞
朗
読

・
記
念
品
贈
呈

・
参
列
者
一
同
乾
盃
。

’
・
市
長
祝
辞

▽
所
要
経
費

・
挙
式
手
数
料
・
・
・
二
千
円

・
披
露
宰
・
・
新
郎
・
新
婦
・
媒
酌

人
な
ど
参
列
者
は
三
十
人
以
内

で
、
料
理
は
市
営
結
婚
式
の
趣

旨
か
ら
指
定
料
理
（
一
人
前
五

一
千
五
百
円
）
で
す
。

・
披
露
宴
室
使
用
料

平
時
六
百
円
、
暖
房
時
九
百
円

冷
房
時
千
円
。

よ
う
ふ
く
山
の
や
ま
ん
ば
」

他
2
編

Ｏ
映
画
…
「
映
画
の
ふ
る
さ
と
」

「
ペ
ル
と
怪
獣
王
子
」
「
み
に

く
い
あ
ひ
る
の
子
」

▽
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

・
3
月
1
8
日
（
日
）

午
後
1
時
半
～
3
時

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」

「
テ
ン
プ
ジ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ル
ズ
」

な
ど
多
数
踊
り
ま
す
。

名
作
映
画
鑑
賞
会

公
民
厠
で
は
、
名
作
映
画
を
通
じ

て
映
像
文
化
に
接
し
て
み
よ
う
と
、

「
名
作
映
画
鑑
賞
会
」
を
3
月
2
4
日

（
土
）
の
午
後
2
時
か
ら
公
民
館
（

万
民
会
館
）
三
階
大
会
議
室
で
開
き

ま
す
。

▽
上
映
作
品

「
大
阪
物
語
」
（
｛
［
‥
黒
］

昭
和
3
2
年
大
映
京
郡
作
品

こ
の
映
画
は
大
阪
の
気
質
を
コ
ミ

◇

申
し
込
み
は
市
民
会
館
備
え
付
け

の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込
み
人
の

印
を
叩
し
た
う
え
手
数
料
を
添
え
て

提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
使
用
に
つ
い
て
は

す
べ
て
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で

準
備
や
後
片
付
け
な
ど
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

（
市
民
会
館
）

：生年月日
最低必要な期間

老齢年金

通算老齢年金

7㎜ｒ＝＝＝＝・・■－

10年

特例老齢年金

明44年4月2日以降
明45年4月1日以前

4年1月

大2年4月1日〃 〃 5年1月

ｉ3年4月1日〃 〃 6年1月

4年4月1日〃 〃

〃
7年1月

5年4月1日〃

6年4月1日〃 11年 ↑

ら10料保年の険

未免料満除を

の期納人間め

にをた特含期

例め間とてが．

し｀1て上年

支記以給の上

期でＥＳｔ

7年4月1日〃 12年

8年4月1日〃 13年

9年4月1日〃 14年

15年10年4月1日〃

11年4月1日〃 16年

12年4月1日〃 17年

13年4月1日〃 18年

14年4月1日〃 19年

15年4月1日〃 20年

昭2年4月1日〃 21年

3年4月1日〃 22年

4年4月1日〃 23年ｉ留ａ

5年4月1日〃 24年 上険心

5年4月2日以後 25年

共
済
組
合
等
）
に
加
入
し
て
い
る

が
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

降
に
強
制
加
入
期
間
の
あ
っ
た
人

▽
六
十
歳
を
す
ぎ
た
未
加
入
の
人
で

も
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降

に
生
れ
た
人
で
強
制
加
入
期
間
が

あ
っ
た
人
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

市
会
議
員
選
挙

事
務
打
合
わ
せ
会

今
年
の
4
月
2
2
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
宇
治
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

つ
い
て
、
事
務
打
合
わ
せ
会
を
3
月

2
0
日
の
午
後
1
時
半
か
ら
市
役
所
前

の
宇
治
市
職
員
会
館
大
会
議
室
で
行

い
ま
す
。

Λ
映
画
と
講
演
Ｖ
＝
・
1
7
日
（
土
）

映
画
「
夜
明
け
の
旗
」
午
後
2
時

と
7
時
の
2
回
上
映

Λ
茶
会
Ｖ
・
：
1
8
日
（
日
）
、
午
前

1 0
時
～
午
後
4
時

な
お
、
模
擬
店
な
ど
も
出
店
し
て

い
ま
す
。
広
く
同
和
問
題
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
自
－
－

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内

で
買
い
ま
し
ょ
う

打
ち
合
わ
せ
事
項
は
、
立
候
禰
届

出
や
選
挙
運
動
の
心
得
、
選
挙
公
報

掲
載
の
申
請
方
法
な
ど
で
す
。

な
お
、
出
席
さ
れ
る
人
は
、
立
候

補
予
定
者
一
人
に
つ
き
二
人
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

（
選
挙
管
理
委
貝
会
）

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

府
・
市
民
税
の
申
告

軽
自
動
車
の

廃
車
・
名
義
変
更

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

が
な
い
か
ぎ
り
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
軍
を
廃
車
・
名

義
変
更
さ
れ
る
人
は
、
次
の
と
こ
ろ

へ
お
問
合
せ
の
う
え
早
め
に
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽

1
2
5
ａ
ま
で
の
も
の
・
・
・
市
役
所
市

民
税
課

▽
ｓ
ａ
＊
こ
え
る
も
の
・
；
陸
運
事

務
所
軽
自
動
車
協
会
（
ｍ
・
ｍ
・

9
1
2
1
番
）

な
お
、
代
理
人
に
手
続
き
を
依
頼

さ
れ
た
場
合
は
、
い
ま
一
度
手
続
き

だ
？
し
て
い
る
か
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

（
市
民
税
課
）

違
反
広
告
物
の

一
斉
撤
去

引込‘口のブレーカやヒューズが、たびたび切れるときは、電気工

事店に見でもらっいましょう○・―。・．Ｉ

当協会では、漏電・感電・電気火災の危険を防ぐために、定期的

に職員がお伺いして電気配線などの安全診断をしています。

京都支部
京都市東山区今熊野池田町4－8電話541－5375（代）

命ｒｔＩ1―ｎ関西電気保安協会

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
特
例
納
付

国
民
年
金
の
特
例
納
付
を
ご
存
知

で
す
か
。

将
来
、
老
齢
年
ふ
一
一
や
通
算
老
齢
年

金
を
皿
Ｇ
る
た
め
に
は
一
定
の
保
険

料
納
付
期
間
（
納
付
免
除
期
間
も
含

む
）
が
必
要
な
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
人
や
長
い
期
間
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
は
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
生
じ

ま
す
。
。
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
救
済
策
と
し

て
、
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
二
年

間
に
限
り
、
保
険
料
の
特
例
納
付
制

度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
強
制

加
入
期
間
の
う
ち
、
す
で
に
時
効
で

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
期
間
に
つ
き
、
一
ヵ
月
四
千
円
で

納
ｆ
ｉ
＞
0
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

次
の
よ
う
な
人
は
、
将
釆
、
‘
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
ぐ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に

生
れ
た
日
本
人
で
、
国
民
年
金
に

強
制
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
未
加
入
の
三
十
五
歳
以
上
の

人
。

▽
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
け
れ

ど
、
保
険
料
納
付
が
必
要
期
問
に

満
た
な
い
と
思
わ
れ
る
人
。

▽
現
在
任
意
加
入
し
て
い
る
が
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
降
に
強

制
加
入
期
間
の
あ
っ
た
人
。

▽
現
在
は
他
の
制
度
（
厚
生
年
金
や

参
加
申
込
み
は
、
3
月
1
7
日
ま
で

に
宇
治
市
公
民
館
（
電
話
0
2
8
0

乙
番
）
へ
。

（
公
民
館
）

Ｉ

『

‐

1

1

』

Ｉ

＝
＝
＝
＝
＝

善
法
文
化
祭

こ
と
し
も
善
法
隣
保
館
を
中
心
に

笞
法
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
同
和
地
域
の
人

た
ち
の
文
化
荷
勣
の
向
上
を
は
か
り

地
域
の
人
た
ち
の
親
睦
ｍ
め
≪
・
≪
）

の
で
す
。

▽
と
き
・
・
・
3
月
1
6
日
～
1
8
日

午
前
9
時
～
午
後
6
時

▽
と
こ
ろ
・
＝
善
法
隣
保
館
と
善
法
集

会
所

▽
内
容

Λ
展
示
会
▽
…
生
花
、
書
道
教
室

作
品
、
善
法
保
育
所
園
児
と
保
護

者
の
作
品
、
趣
味
の
作
品
な
ど

一一一ａ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
ｔ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ

カ
ル
に
描
い
た
も
の
で
、
原
作
。
湾

口
健
二
、
監
督
、
吉
村
公
三
郎
、
主

Ｋ
Ｉ
Ｅ
川
雷
蔵
、
香
川
京
子
で
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
教
室

市
営
結
婚
式
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